　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


様式第４号（第５条、第１６条、第２８条関係）　
（表）
	　年　　月　　日　　
（宛先）高松市長　　
高松市公設花き地方卸売市場
卸売業者
仲卸業者
関連事業者
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
（法人にあっては、主たる事務所の所在地
並びに名称及び代表者の氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
欠格条項該当届出書
　次のとおり高松市公設花き地方卸売市場業務条例

第１１条第１項各号（第３号、第４号及び第８号を除く。）
第２３条各号（第３号、第４号及び第８号を除く。）
第３５条各号（第４号及び第５号を除く。）
に該当することとなったので、高松市公設花き地方卸売市場業務条例施行規則
第 ５ 条
第１６条　の規定に

第２８条

より届け出ます。



	該当することとなった欠格条項
	

	欠格条項に該当することとなった具体的事由
	

	欠格条項に該当することとなった年月日
	年　　月　　日

	許可の
年月日
	年　　月　　日
	許可番号
	

	備考
１　該当するものを〇印で囲んでください。
２　該当することとなった欠格条項欄は、裏面を参照し記載してください。
３　高松市公設花き地方卸売市場業務条例第１１条第１項第７号、第２３条第７号又は第３５条第９号に該当することとなった場合は、欠格条項に該当することとなった具体的事由欄に当該役員の氏名を併せて記載してください。
４　欠格条項に該当することとなった具体的事由欄に全てを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付してください。


（裏）
高松市公設花き地方卸売市場業務条例抜粋　
（卸売業者）
	（許可の基準）
第１１条　市長は、第９条第１項の許可の申請が次の各号のいずれかに該当するときは、同項の許可をしてはならない。

(１)　申請者が法人でないとき。
(２)　申請者が卸売市場法及び食品流通構造改善促進法の一部を改正する法律（平成３０年法律第６２号）第１条の規定による改正前の卸売市場法（以下「旧法」という。）の規定に違反して罰金の刑に処せられた者で、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を受けることがなくなった日から起算して３年を経過しないものであるとき。
(３)　省略
(４)　省略 

(５)　申請者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員又は同号に規定する暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者（以下「暴力団員等」という。）をその業務に従事させ、又はその業務の補助者として使用する者であるとき。
(６)　申請者が暴力団員等がその事業活動を支配する者であるとき。
(７)　申請者の業務を執行する役員のうちに次のいずれかに該当する者があるとき。
ア　破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
イ　禁錮以上の刑に処せられた者又は旧法の規定に違反して罰金の刑に処せられた者で、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を受けることがなくなった日から起算して３年を経過しないもの
ウ　第１９条又は中央卸売市場業務条例第１９条の規定による許可の取消しを受けた法人のその処分を受ける原因となった事項が発生した当時現にその法人の業務を執行する役員として在任した者（当該事項の発生を防止するため相当の努力をした者でその旨を疎明したものを除く。）で、その処分の日から起算して３年を経過しないもの
エ　暴力団員等
(８)　省略 

２　省略


（仲卸業者）
	（許可の基準）
第２３条　市長は、第２１条第１項の許可の申請が次の各号のいずれかに該当するときは、同項の許可をしてはならない。
(１)　申請者が法人でないとき。
(２)　申請者が旧法の規定に違反して罰金の刑に処せられた者で、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を受けることがなくなった日から起算して３年を経過しないものであるとき。
(３)　省略
(４)　省略
(５)　申請者が暴力団員等をその業務に従事させ、又はその業務の補助者として使用する者であるとき。
(６)　申請者が暴力団員等がその事業活動を支配する者であるとき。
(７)　申請者の業務を執行する役員のうちに次のいずれかに該当する者があるとき。
ア　破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
イ　禁錮以上の刑に処せられた者又は旧法の規定に違反して罰金の刑に処せられた者で、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を受けることがなくなった日から起算して３年を経過しないもの
ウ　第２８条又は中央卸売市場業務条例第２８条の規定による許可の取消しを受けた者（法人にあっては、その処分を受ける原因となった事項が発生した当時現にその法人の業務を執行する役員として在任した者（当該事項の発生を防止するため相当の努力をした者でその旨を疎明したものを除く。））で、その処分の日から起算して３年を経過しないもの
エ　暴力団員等
(８)　省略


	（許可の基準）
第３５条　市長は、申請者が次の各号のいずれかに該当するときは、第３３条第１項の許可をしないものとする。
(１)　花き等又は中央卸売市場業務条例第４条に規定する青果部若しくは水産物部の取扱品目の卸売を行おうとする者であるとき。
(２)　破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者であるとき。
(３)　禁錮以上の刑に処せられた者又は旧法の規定に違反して罰金の刑に処せられた者で、その刑の執行を終わり、又はその刑の執行を受けることがなくなった日から起算して３年を経過しないものであるとき。
(４)　第３９条又は中央卸売市場業務条例第３９条の規定による許可の取消しを受け、その取消しの日から起算して３年を経過しない者であるとき。
(５)　省略
(６)　暴力団員等であるとき。
(７)　暴力団員等をその業務に従事させ、又はその業務の補助者として使用する者であるとき。
(８)　暴力団員等がその事業活動を支配する者であるとき。
(９)　法人であってその業務を執行する役員のうちに第２号から第４号まで又は第６号のいずれかに該当する者があるとき。


（関連事業者）
